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る そこで本研究では 森林施業とミミズ群集の種多様性との関係を明らかにすることを目的とし 静岡県
富士宮市麓および東京都西多摩郡奥多摩町のヒノキ人工林 スギ人工林 広葉樹二次林のミミズ群集につい
て調査を行った 両調査地において 広葉樹二次林で最も種数と種多様度が高く 次いでスギ人工林であっ
た また 両調査地で最も種数が少なかったヒノキ人工林で出現した種は 広葉樹二次林 スギ人工林でも
共通にみられる傾向にあった 各林分では 上木の種類 土壌物理化学性などの環境要因が異なることに
よって ミミズの種組成や 個体数密度に影響を及ぼすと考えられた 特に 今回の調査結果からはミミズ
が生息する環境要因の一つに リタ の堆積量と質及び下層植生の種類と量が関わっていることが示唆され
た
ミミズ 生物種多様性 林相 リタ 堆積量 下層植生




の発揮が求められている 年のモントリオ ル プロ 静岡県富士宮市麓の東京農業大学富士農場周辺 以下
セスでは 持続可能な森林管理のための つの基準の中で 富士試験地 および東京都西多摩郡奥多摩町東京農業大学
生物多様性の保全 を第 にあげている 奥多摩演習林 以下 奥多摩試験地 の ケ所に調査地を
しかし スギやヒノキ等の針葉樹の単一樹種からなる人 設定し 各調査地のヒノキ人工林 スギ人工林 広葉樹二




は 生物遺体の分解や土壌動物が動き回ることで 土壌構 試験地は 静岡県富士宮市麓の東京農業大学富士農場内
造の改良に重要な役割を担っている 一方 種数と個体数 北緯 東経 に設置した 東には富士山
の消長は環境変化に即応することから 環境指標生物とし 西には毛無山 があり 毛無山の麓に位置する
ても利用されている その中でもミミズは 現存量が大き 富士山特有の霧の発生が多く 東京農業大学富士農場の気
く 移動や糞をすることによって土壌構造を改変し 他の 象観測デ タによると 年降雨量 年平均気温
土壌生物や植物に大きな影響を与えるため 生態系改変者 最高気温 最低気温は 年度
と呼ばれている しかし ミミズは 分類研究が不十分で である 母材は玄武岩 土壌型は黒ボク土 である 黒
あったために種レベルでの群集構造について未解明な課題 ボク土の下は マサ土 スコリアの層を成し 火山砂礫が
が多かった 近年になって東京産フトミミズ科が石塚 に 入り混じるのが特徴である 調査地の地形は ほぼ平坦で
よって整理され 種レベルでの群集構造の調査が可能と ある
なってきた ヒノキ人工林は 年生の頃に一度間伐と枝打ちが行わ
そこで 本研究では 森林施業とミミズの種多様性との れているが 林冠は十分に閉鎖している 下層植生の植物
関係を明らかにすることを目的とし 地形や地質 気象条 の種類は 種 木本類では マメザクラ イヌツゲ ミヤ
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スギ人工林は 間伐 枝打ちはされていないが ヒノキ ミミズの採取は 富士試験地では 年から 年の
人工林に比べ明るい 下層植生の植物の種類は 種 木本 年間 月から 月にかけて毎月 回 奥多摩試験地で
類のコクサギが繁茂し 草本類では アカネ ハンショウ は 年 月から 月にかけて毎月 回行った 各林
ヅル アマチャヅル クサコアカソ等が僅かに確認できる 分内に のプロットを設けた 各プロット内に
状態であった のコドラ トをランダムに設置し 富士試
広葉樹二次林は 富士調査地の 林分中で最も明るく 験地では ケ所 奥多摩試験地では ケ所 ミミズの採
上木層の植生は 木本類のフジキ モミジイチゴ ノイバ 取を行った ミミズは生活型により 生息層位が異なるた
ラ アケビ等の 種で構成され 下層植生は 草本類のチ め 採取時は リタ 層 および土壌層の
ヂミザサ ミズヒキ ジャノヒゲ等の 種で構成され 植 の 層に分けて ハンドソ ティング法によりミミズ
被率は 林分の中で最も高かった を採取した
土壌理化学性の調査は 富士試験地では 年の 月
から 月 奥多摩試験地では 年 月から 月の調
試験地は 東京都西多摩郡奥多摩町東京農業大学奥多摩 査期間に 毎月のミミズ採取時にコドラ ト全てにおい
演習林内 北緯 東経 に設置した 秩父多 て 測定または試料採取を行った 土壌硬度は ミミズを
摩国立公園内の雲取山 から南東に連なる狩倉山 採取したコドラ トごとに土壌を掘り取った後の土壌壁
を中心とした北斜面に位置している 奥多摩演 方向の面をそれぞれ ケ所ずつ 土壌層
習林内の気象観測によると 年降雨量 年平均気 に分けて山中式土壌硬度計を用いて測定した 全炭素
温 最高気温 最低気温 年度 全窒素含有率 土壌 の土壌試料は 各コドラ トの土
である 母材は岩礫貢岩が占めており 石灰岩が点在する 壌層 別にミミズを採取した後に一部の
調査地の地形は急峻で 平均傾斜は を超える 調査プ 土壌を持ち帰った 全炭素 全窒素含有率は メッ
ロットは 尾根部寄りの斜面に設置した 土壌型は褐色森 シュの篩を通った風乾土 を用い アナライザ
林土 である 本調査地の人工林は 手入れ不足から下 および 島津製作所 を用いて測定した 土
層植生が発達しておらず さらに 近年 ニホンジカによ 壌 は 持ち帰った生土を メッシュの篩にかけ
る食害で試験地一帯の下層植生が乏しい 根 有機物 礫を取り除いた土壌に 土壌試料 水
ヒノキ人工林は 一度間伐と枝打ちが行われているが になるように水を加え 時間振とう後 ガラス電極法に
林冠は十分に閉鎖されている 下層植生の植物の種類は より メ タ簡易電極を用い測定した 土壌含水
種で 木本類のエンコウカエデの稚樹 草本類のクサコア 率 土壌孔隙の測定は 雨天およびその直後をさけ 富士
カソ サンカクヅル ヤマイヌワラビ等が僅かに見られた 試験地では 年の 月 奥多摩試験地では 年の
スギ人工林は 間伐 枝打ちはされていないが 所 に 月に各プロット内で任意の ケ所を選定し 試料採取
枯死木が見られた ヒノキ人工林に比べ明るい 下層植生 を行った の採土円筒で土壌層 の土壌を採
の植物の種類は 種で 木本類のミズナラの稚樹 ケアオ 取して持ち帰り 採取時のサンプルの重量 時間浸水処
ダモ 草本類のマムシグサ オニドコロ フタリシズカ 理を行ったサンプルの重量を測定した後に で 時
オオカモメヅル等が僅かに見られた 間乾燥させた絶乾状態のサンプル重量と採土円筒缶の重量
広葉樹二次林は 奥多摩試験地の 林分中で最も明る を測定し 土壌含水率と土壌孔隙率を算出した リタ 堆
い 高木層に ヤマザクラ トチノキ メグスリノキ ハ 積量は 富士試験地では 年 月 奥多摩試験地では
クウンボク アワブキ 低木層に イヌシデ アカシデ 年 月にコドラ トごとに採取した 採取したリタ
アブラチャン リョウブ アワブキ エンコウカエデ ク は 週間以上風乾させた後に重量を測定した
ロモジ等の 種が見られた 下層植生は 草本類のエイザ
ンスミレ オトギリソウ ヤマトリカブト フタリシズカ
等の 種が僅かに見られた ミミズは採取後 エタノ ルで麻酔し ホルマリン溶液
表
奥多摩試験地
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安藤 喜多 河原 菅原
試験地の各林相における土壌理化学性とリタ 堆積量
で固定し液浸標本とした その後 成体 亜成体 幼 林が若干低い値を示したがほぼ同じ傾向であった 含水
体に分けて同定し 個体数を数えた 成体及び亜成体につ 率 孔隙率については ヒノキ人工林で高い傾向にあった
いては 石塚 と の日本産ミミズチェックリ が 有意な差はみられなかった リタ 堆積量については
ストに基づいて実体顕微鏡下で観察し 種の同定を行っ スギ人工林において最も高く 他の 林分間には有意な差
た なお フトミミズ科では 同定不明なものもあったの はみられなかった
で とした また 日本産フトミミズ科につい 両試験地における土壌理化学性およびリタ 堆積量は
て多くのシノニムの存在が指摘されており その 種であ 森林施業の違いにおいて調査項目全ての値に一定の傾向を
る については の分類に 示すものではなかった しかしながら 全炭素 全窒素含
従った さらに 腸盲嚢の形態によって生活型を表層種 有率については 針葉樹人工林の中でもスギ人工林よりも
および地中種に区分した ヒノキ人工林において高い値を示す傾向が共通に見られ
た また 針葉樹人工林と広葉樹二次林として比較すると





た 全炭素 全窒素含有率については 土壌層 表 に富士および奥多摩試験地のミミズの種組成につい
ともに広葉樹二次林で最も高く 次いでヒノキ人 て示した
工林で 最も低かったのがスギ人工林であった スギ人工 富士試験地の全プロットに出現したミミズの種数は フ
林では広葉樹二次林よりも約 程度低かった トミミズ科 が 種 ツリミミズ科
比についても 土壌層 では 林分間に差はみら が 種であった 広葉樹二次林が最も多い
れなかったが 土壌層 において スギ人工林が 種 次いで スギ人工林 種 ヒノキ人工林は 種で
他の 林分よりも僅かに低い値を示した 土壌 あった ヒノキ人工林で確認されたアキミミズ フトスジ
は 土壌の層位に関係なく ヒノキ人工林で最も低かった ミミズ サクラミミズの 種は 他の 林分でも確認され
含水率 孔隙率は 林分ともほぼ同じ値を示した リタ た また 各プロットの生活型区分による種数は 表層種
堆積量については 広葉樹二次林がヒノキ人工林とスギ人 および地中種の種数とも広葉樹二次林で多く確認された
工林に比べ 約 倍程度多かった が 全体で種数の少ないヒノキ人工林では フトミミズ科
奥多摩試験地の 林分の土壌硬度は 土壌層 の地中種は確認されず スギ人工林においてもフトミミズ
において広葉樹二次林が最も高く 次いでスギ人工林 最 科の地中種は 種のみの確認であった
も低かったのがヒノキ人工林であった 全炭素含有率につ 奥多摩試験地の全プロットに出現したミミズの種数は
いては顕著な差がみられ 最も高かったのがヒノキ人工 フトミミズ科 が 種 ツリミミズ科
林 次いでスギ人工林 最も低かったのが広葉樹二次林で が 種であった 広葉樹二次林が 種 次い
あった 全窒素含有率については ヒノキ人工林において でスギ人工林 種 ヒノキ人工林は 種であった ヒノキ
値が高い傾向にあり 土壌層 においては 他の 人工林で確認された ニレツミミズ ヘンイセ
林分に比べ約 倍程度高い値を示した 比について イミミズ サクラミミズの 種は 他の 林分でも確認さ
は つの土壌層位とも広葉樹二次林で最も低かった 土 れた また 各プロットの表層種の種数は 広葉樹二次林
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る また 生活型をみると 表層種は両試験地の 林分間
においても広葉樹二次林で多く確認することはできなかっ
た しかし 林分の中でも ヒノキ人工林では 表層種の
種数が少なかったことと 地中種が 広葉樹二次林 スギ
人工林 ヒノキ人工林の順に少なくなる傾向を示したこと
は共通していた さらに 両試験地の 林分における生活
型の比率は 富士試験地では ヒノキ人工林およびスギ人

















































































であった そして 月に向かうにつれリタ 層の個体
数密度は低くなり 月には 土壌層 に最も多く





ズ科は土壌層よりリタ 層の個体数密度が高く ツリミミ 層 および土壌層 よりもリタ 層に多く
ズ科は土壌層で個体数密度が高くなった 出現する傾向が見られたが 奥多摩試験地では 調査期間
図 に 奥多摩試験地における各調査プロットで出現し のどの月においてもリタ 層で確認されたミミズは少な
たミミズ類の個体数密度の季節変化を示した ミミズの個 く 試験地間で傾向が異なった
体数密度はどの季節においても プロット間に有意な差は
みられなかった
図 に奥多摩試験地における各調査プロットに出現した 表 に 富士試験地の全調査期間において各調査プロッ
ミミズの個体数を合計した層別個体数割合の推移を示し トで確認された全てのミミズ個体のデ タをもとに
た 層別の個体数割合は 季節に関わらず リタ 層の個 指数及び の多様度指数
体数密度は約 で相対的に低かった 土壌層の個体数密 の 種の多様度指数と の均衡性指数を算出
度は 全体的に土壌層 が高く約 を占め 土壌 した
層 では約 を占めた また 月に土壌層 指数及び の多様度指数は 広
が高くなった 葉樹二次林において最も高く 次いでスギ人工林 ヒノキ
表 に奥多摩試験地における林分別に出現したフトミミ 人工林の順であった また 群集の均衡性指数は 多様度
ズ科とツリミミズ科の層別個体数密度を示した フトミミ 指数が最も低かったヒノキ人工林において最大になり ス
ズ科は 土壌層 に多く出現し 次いで土壌層 ギ人工林及び広葉樹二次林はほぼ同じ値を示した 各調査




多かったが 奥多摩試験地では 林分の個体数密度に差 り 広葉樹二次林では確認された種の種類は多いが 個
はなかった また 層別個体数密度は森林施業との関係は 体のみ確認された種など稀な種が多く出現したことで 均
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図 に富士試験地の各調査プロットにおけるミミズの種 両試験地において ミミズの種多様度は 広葉樹二次林
の構成割合を示した フトミミズ科及びツリミミズ科の科 で最も高く 次いでスギ人工林 ヒノキ人工林が最も低く
レベルで比較すると ヒノキ人工林及びスギ人工林におい い共通の結果が得られた
ては ツリミミズ科とフトミミズ科の割合が それぞれ
と と とツリミミズ科が多かった 広葉
樹二次林では と と僅かにフトミミズ科が優占
していた さらに 種レベルでみると 全ての林分におい 年の調査において出現した富士試験地のミ
てツリミミズ科のサクラミミズが最も多かった 特に 広 ミズの種組成と 年の 月 月に奥多摩試験地で出
葉樹二次林においては サクラミミズの次に 現した種組成は標高が同程度な 地域間で異なっていた
とフキソクミミズが多かった 特に 富士試験地では フトミミズ科よりもツリミミズ科
表 に 奥多摩試験地の全調査期間において各調査プ が優占していた ツリミミズ科の種は 有機物と鉱物が混
ロットで確認された全てのミミズ個体のデ タをもとに 在する土壌に嗜好性が高いと報告されている 富士試験
指数及び の多様度指数 地の土質は 火山砂礫を含むことが特徴であるため 有機
の 種の多様度指数と の均衡性指数を算出 物と鉱物が入り混じっていることが要因として影響し ツ
した 指数及び の多様度指数 リミミズ科が優占したと考えられた
は 広葉樹二次林において最も高く 次いでスギ人工林 一方 共通種が存在し フトミミズ科の ハタ
ヒノキ人工林であった また 群集の均衡性指数は 広葉 ケミミズ ツリミミズ科のサクラミミズの 種が確認され
樹二次林で最も高く スギ人工林とヒノキ人工林との間に た 日本におけるミミズの種の分布はまだ未解明である
は差はみられなかった が この 種については 栃木県や東北地方 京都府など
図 に奥多摩試験地の各調査プロットにおけるミミズの でも確認されているため ミミズの種の中でも日本にお
種の構成割合を示した 各調査プロットのミミズの種の優 いて広く分布している種だと考えられる サクラミミズ
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安藤 喜多 河原 菅原
頭山昌郁 中越信和 植林地と二次林における土壌
動物相の比較 日生態誌
















ズは優占しなかった したがって 広く分布していても必 本研究の結果からミミズ群集は 地域 植生 土壌型な
ずしも優占度が高くなるとは限らないと考えられた どによって異なるが なかでも植生とそれが生み出すリ
タ はミミズ群集の種の多様性と関係が深いと考えられ
た そのため 上木層の植生やリタ 堆積量 下層植生の
種数や量を適切に管理することによりミミズの種多様性を
本研究において 調査地で種組成が異なっても 広葉 保全できる可能性が示された 手入れ不足の針葉樹人工林
樹二次林はミミズの種の多様性が高く 次いでスギ人工林 は 林冠が閉鎖され林床植生が乏しくなり リタ も流亡
であり 最も低かったのはヒノキ人工林であることが示唆 しやすくなる そのため 適切な間伐や枝打ちを行い 林
された 床植生を豊かにしていくことがミミズ群集の多様性を保つ
両試験地において 広葉樹二次林 スギ人工林 ヒノキ ためにも望ましいと考えられる しかも ミミズの移動能
人工林の順に種の多様性が貧弱になった要因の つとし 力が乏しいことを考慮し 広葉樹二次林と針葉樹をモザイ
て ミミズの餌や生息空間となるリタ の質や量が異なっ ク状に配置することも考える必要がある
たことが考えられる スギやヒノキ等の針葉樹リタ は土 本研究では ミミズ群集の種多様性と森林施業の関わり
壌動物の餌としての質が広葉樹のリタ に劣り 分解され が深いこと さらに適切な施業は ミミズ群集の多様性を
にくいことが明らかにされている また ミミズは分解 保全できる方向性を示すことができた ミミズは 生態系
が進んだリタ を摂食するが 落葉の種類が多くなると分 改変者として他の生物種との関わりも深い 今後 生物同
解速度が速まることがわかっている さらに 種によっ 士の相互作用を調べていく必要がある さらに ミミズを
ては 広葉樹の落葉の中でも 比が高いミズナラはほ 中心とした 森林に生息する他の生物種の多様性と森林施
とんど摂食せず 比が低いコブシの葉を積極的に摂取 業との関わりを明らかにしていくことが森林施業と生物多











試験地 図 と奥多摩試験地 図 のミミズの層別個体
数密度を比較すると リタ 堆積量の多い富士試験地で
は リタ 層に多くのフトミミズ科が生息しているが リ
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: It is well known that artiﬁcial monoculture forests, such as Sugi ( )
and Hinoki ( ) forests, have low biodiversity. The objective of this study is to
examine the e ects of forest management on earthworm diversity, and earthworm communities were
compared among living Hinoki, Sugi and broad-leaved secondary forests in two sites, Fujinomiya city,
Shizuoka Prefecture and Okutama, Tokyo Prefecture. In both sites, broad-leaved secondary forests
had the highest diversity among the three forest types, and Hinoki forests showed the lowest. Species
which occurred in Hinoki forests commonly appeared in the other forests. It was concluded that the
species composition and individual density of earthworm communities were inﬂuenced by vegetation
and soil physicochemical qualities. Especially, the amount and quality of litter and species diversity
and biomass of understory plants are important factors for the habitat evaluation of earthworms.
: earthworm, biological diversity, forest management, amount of litter, understory plants
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By
Comparison of Earthworm Communities between
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